
経営比較分析表／団体全体（令和6年度決算）
三重県

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 911,500 大規模 4 421,172 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

類似団体平均値（平均値）

- 77.8 106 781,710 自治体職員 【】 令和6年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

R02R05 R06 R02

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率及び⑤料金回収率がともに100%を
下回っている。これは、費用面では物価高騰や施設
改良に伴う減価償却費等の増加に加え、令和６年度
は撤去工事費が大きかったこと、収益面では⑧契約
率の低下に伴う給水収益が減少したことによるもの
である。この結果、令和６年度には②累積欠損金が
発生し、類似団体の平均値を下回る水準に留まって
いるものの、今後、経営の健全性の確保が課題と
なってくる。
　③流動比率は減少傾向にあり、類似団体の平均値
と同程度である。これは、施設改良の増に伴い、流
動資産（現金預金）が減少したことによるものであ
る。
　④企業債残高対給水収益比率は、類似団体の平均
値を上回っており、増加傾向にある。これは、耐震
化、老朽化対策などの施設改良に伴う新規企業債の
発行によるものである。
　⑥給水原価は、類似団体の平均値を上回ってお
り、増加傾向にある。これは、費用が増加している
ことに加え、⑦施設利用率が低下していることによ
るものである。
　⑦施設利用率は、類似団体の平均値を下回る水準
で推移している。これは、産業構造の変化や節水技
術の向上による需要量の減少により施設能力との乖
離が生じたものであるが、複数水源の活用などによ
る安定供給が可能な施設となっている。
　⑧契約率は、類似団体の平均値を上回っているも
のの、一部事業所の撤退等により減少傾向にある。

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 106.28 107.22 101.58 101.15

R03 R04

370.85 381.04 389.28 395.57 412.11当該値 610.78 527.73 485.05 440.96 391.55

R03 R04 R05 R06 R02R03 R04 R05 R06

1.46 1.18平均値 119.93 118.40 113.04 115.02 111.98

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.1194.87

平均値 225.72 217.80 216.05 213.13 213.10平均値 380.84 424.64 427.23 454.07 381.88平均値 9.47 11.03 1.88

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率は、上昇傾向にあり、
令和６年度は類似団体の平均値並みとなった。これ
は、計画的に老朽化施設の更新を進めているもの
の、既存施設の法定耐用年数の経過に伴う減価償却
が着実に進行していることによるものである。
　②管路経年化率は、上昇傾向にあり、依然として
類似団体の平均値を上回っている。これは、布設年
度の古い管路が順次法定耐用年数を迎えていること
によるものである。
　③管路更新率は、前年度から低下し、類似団体の
平均値を下回っている。これは、国が示す実使用年
数を考慮し、老朽化の程度や使用条件等に応じて管
路の更新を進めていることにより、法定耐用年数よ
りも更新の周期が長くなっていることによるもので
ある。このことが②管路経年化率を上昇させる一因
ともなっている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 102.19 103.14 97.22 96.84 90.11

R03 R04 R05 R06 R02R03 R04 R05 R06 R02

88.63 88.70 88.70 88.70 85.76当該値 47.02 47.81 47.16 46.46 46.21

18.36 18.88平均値 116.75 115.48 109.91 111.83 108.95

当該値当該値 23.55 23.41 25.11 25.38 27.33

2. 老朽化の状況

平均値 80.08 79.69 78.66 80.20 79.72平均値 56.00 56.81 55.65 54.73 54.32平均値 17.22 17.44 18.62

R03 R04 R05R02 R03 R04 R05 R06 R02

0.09当該値 57.89 58.10 58.73 59.74 61.10当該値 59.50 59.73 60.17 61.09 62.30

平均値 60.35 61.07 61.99 62.44 62.28

全体総括

　上記動向をもとに総合的に判断すると、経常収支
比率や料金回収率が100%を下回っており、今後、施
設の老朽化に伴う更新費用の増大が見込まれること
から、経営環境は厳しさを増しつつある。
　このため、適切な料金を設定することや、引き続
き、デジタル技術の活用による業務の効率化を図る
など、更なる費用の削減に努めていく必要がある。
　あわせて、施設の長寿命化等によるライフサイク
ルコストの低減を図りながら、アセットマネジメン
ト等により長期の収支バランスを勘案した計画的な
施設改良に取り組むことで、将来にわたり「安全・
安定」供給に努める必要がある。R04 R05 R06

当該値 0.20 0.51

平均値 0.50 0.20

R02

0.77

0.22

R03R06

0.30

0.24 0.31平均値 52.07 50.36 51.48 52.79 53.56
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.29】
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②管路経年化率(％)
【50.74】
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③管路更新率(％)
【0.20】
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③流動比率(％)
【439.16】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【227.97】
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⑤料金回収率(％)
【107.69】
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【20.26】
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⑦施設利用率(％)
【52.31】
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⑧契約率(％)
【77.20】
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②累積欠損金比率(％)
【22.25】
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①経常収支比率(％)
【111.95】
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